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【市長と語る懇談会 記録】 

 

開催日    平成 26 年 10 月 26 日（日） 

 

地区     御薗小学校区 

 

会場     御薗公民館２階講堂 

 

参加者数   12 人 

 

 

 

 

《質問・意見》 

住民投票条例と自治基本条例の制定の進み具合と、市長の意欲について聞きたい。 

倉田山球場が新しくなったが、先日の社会人野球 JABA 大会でトイレの悪臭がひどかった

ので、なんとかしていただきたい。 

 

《回答》【市長】 

住民投票条例はすり足でしか進んでいないのが現状ですが、早くやりたいという思いで

す。18 歳以上、外国籍要件の参政権など、課題はありますが、何とかしてやりたいので、

少しずつでも進めていきたいと思っています。 

自治基本条例については、進めていくべきという意見がありながら、現行の地方自治体

の法制度で十分ではないかという気もしている。この３年ほど、条例が先行しているとも

感じており、足元を確認しながら我々としてどういった自治のあり方が良いのかを見極め

て、現行制度のなかでまちづくり協議会のあり方などを考えていくことも大事ではないか

と考えています。 

悪臭の件はすぐに対応して原因も調査させており、二度と起こらないようにしたい。 

 

 

《質問・意見》 

防火井戸の点検、井戸さらいの予算を組んでいるか。 

日赤の跡は草が生えて荒れている。慶友病院の移転に市から補助を出してでも早期に進

めてもらいたい。近くに施設があれば入所もできるので。 

高向神田線の西端には幹線排水路がない。国などの予算を付けてもらって道路の下に大

シールドを整備してもらいたい。 

 

《回答》【市長】 

消防や御薗分団で順次点検しており、水枯れ等があれば予算化して対応しています。 

特養など施設の整備を進めると、我々に介護保険料として負担が戻ってきますので、在
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宅で診ていく方向にあります。認知症への対応は見守りネットワークで取り組んでいるの

で、ご協力をお願いします。 

質問の地域の排水は桧尻川の改修が進まないと解決につながらないため、桧尻川として

対応を進めています。 

 

 

《質問・意見》 

よその地区でもこんなに参加者が少ないのか。御薗町は合併後も代わり映えしないと言

っている人も多く、不満を持っている人は多いと思う。私はまちづくり協議会のことも全

然知らないので、参加をためらった。より多くの参加ができるように、広報だけでなく総

合支所が周知をしてほしい。 

 

《回答》【市長】 

参加者は 20～30 人くらいです。地域によっては、屋外拡声器で知らせているところもあ

ります。まちづくり協議会を、皆さんでこれからの御薗町のあり方について話し合う場と

して活用してほしいと思います。御薗の問題を議論し、臥龍梅や大根、祭りなどを情報発

信するなど、お手伝いさせていただきたいと思います。 

 

 

《質問・意見》 

中学校活動でも関心が無い人は出てこないので、出てきてもらうように私たちで動こう

としている。今日の懇談会は、私たちの世代が入り難いところがある。 

今日は文化祭であったが登校できない子供たちが何人かいるので、市でも力を入れて取

組んでもらいたい。 

 

《回答》【市長】 

市内の小中学校で不登校の子供たちは 124 人います。少しずつ減ってはいるが今年度、

相談員を増員して、巡回懇談の体制を整えました。 

 

 

《質問・意見》 

私は青少年指導員をしているが、少子高齢化で人の心がつかみ難い。今の大人は第五感

で感じて第六感で判断する人が少ない。人はタガが緩んでしまうとどうしようもないので、

心の時代に指導をしてほしい。新しいまちづくりにも具体的に示していただければ、私た

ちも協力していきたい。 

 

《回答》【市長】 

便利になればなるほど、心にゆとりが無くなってきています。学校教育で、昔の時代か

ら田んぼでの学習をやっていますが、継続してやっていくことが重要と考えます。これか

らもいろいろなお話を聞かせていただきながら進めていきたいと思います。 
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《質問・意見》 

よその自治体では防災マップをデジタル化して、危険箇所や避難場所を操作で見られる

ように市民に提供している。自治区で独自の防災マップを作りたいので、伊勢市の取り組

みを聞きたい。 

また、要望として、市が作ったいろいろな資料をデジタル化してまちづくり協議会へ提

供していただきたい。答えはいらない。 

24 日から尾崎咢堂記念館で老人会の趣味の作品展を初めて開いたところ、今まで会話の

なかった老人同士の交流が生まれ、町外からも人が来てつながりが広がった。これからは

まちづくり協議会でもやろうという話に展開した。こういう情報を私達から発信していき

たいので、伊勢市からも情報発信をお願いしたい。 

 

《回答》【市長】 

防災マップのデジタル化はこれからやろうとしているところで、少し時間がかかります。

防災だけでなく、渋滞や工事の情報などを一元化したものを来年度から作りたいが、速度

の問題で再検討が必要になっています。 

 

 

《質問・意見》 

新開公民館の近くで民間商業施設の工事中であるが、この工事でカーブミラーが撤去さ

れたので、業者に頼んで仮設のものを建ててある。ミラーの一時撤去について市に連絡が

あったのか。 

 

《回答》【御薗総合支所長】 

 市の開発事業の工事で、市から許可を出していますが、一時撤去する場合は市に連絡す

るよう維持課を通じて工事業者に伝えます。 

 

 

《意見》 

自治基本条例は合併の大きな前提である市民の憲法です。どこでも夕張市のようになる

可能性があり、これをやらない議会に憤りを感じる。最終的に地域のことに市民が責任を

持つというふるさと未来づくり条例ができる。一方、市民と市長の契約である住民投票条

例、市民と議会の契約である議会基本条例ができない。自治基本条例を作っていただくこ

とをお願いする。 

 


